
東北農業研究（Tohoku Agric．Res，）40，145－146（1987）

輸換畑地高度利用作付体系の確立

第2報　小麦一大豆3年5作作付体系組立試験

斎藤　洋・岡田晃治・神谷清之進＊

（秋田県農業試験場大潟支場・＊秋田県農業試験場）

EstablishmentoftheCropplngSystemin Multiple Utilized RotationalPaddy Field

2．Establishmentof thesystem offivecropplngSin threeyearsof wheat and soybean

in Hachirogata reclaimed field

Hiroshi SATT6，K6ji OKADA and Seinoshin KAMIYA＊

Ogata Branch，Akita AgriculturalExperimentStation

＊Akita Agricultural ExperimentStation

1　は　じ　め　に

八郎潟干拓地では，水稲を基幹とする田畑複合経営が営

まれており，大型機械化一貫作業が可能で有利な作物とし

て秋播小麦及び大豆がとり上げられている。その作付体系

は，畑作物の連作障害軽減，水稲の収量停滞防止の観点か

ら田畑輪換栽培に重点がおかれているが，畑期間（輸換畑）

の高度利用を図るため，小麦一大豆の3年5作作付体系の

義1　作付体系

組立試験を昭和58年～㈹年まで実施したので，その結果を

報告する。

2　作　付　体　系

作付体系は表1に示したように，1．2厄の定地圃場で行

い，輪作順序は昭和58年水稲後作小麦→小麦後作大豆，59

年普通播き大豆，60年大豆立毛間小麦→小麦後作大豆で，

4年目に水稲に戻す田畑給換体系である。

年　　 度 58　 年 59　 年 60　 年

作　　 歎 1 作 目 2 作 目 3 作 目 4 作 目 5 作 目

目標 収 量
（吻／10 d ）

550 300 350 550 300

技 術　 名 水 稲 後 作 小 麦 小 麦 後 作 大 豆 普 通 播 き 大 豆 大 豆 立 毛 間 小 麦 小 麦 後 作 大 豆

品　　 種 キ タ カ ミ コ ム ギ ラ　 イ　　 コ　 ウ シ ロ　セ　 ン ナ リ キ タ カ ミコ ム ギ ラ　　 イ　　 コ　　 ウ

播 種　 期 57． 10．　 8 58．　 7． 15 59．　 6．　 5 59．　 9． 21 60．　 7． 26

播 種 皇

様 式

20 吻 ／10 α

散　 播

10 吻 5 毎 18 吻

散　 播

10 吻

畦 幅　 33 cm 畦 幅　 72 cm 畦 幅　 33 cm

株 間　 7．4 C硯 株 間 15 cm 株 間 7．6 cm

（1 校 41本 ） （2 校 18．5 本 ） （1 枚 40本 ）

3　結果及び考察

（日水稲後作小麦tl作目）

収量は表2に示した。前作水稲（トヨニシキ）を10月7

日に収穫し，翌日，ブロードキャスターで施肥，播種後パ

ディハローによる3～5C瓜の浅耕覆土を行った。出芽，生

育ともに順調で，虎当たり535本と穂数はやや少ないもの

の千拉重が42．4タと重く，10α当たり621晦という高収量を

得た。

他の播種法については，圃場条件により多少異なり，圃

場が軟弱な場合や，水稲の生育が遅延した場合には，水稲

立毛間播種とする。これは，水稲収穫5～7日前が安全で

ある。

また，除草剤については，水稲後作播種浅耕覆土で播種

直後リニュロン水和剤150㌢＋CAT水和剤100グ及び同

薬剤の拉剤4毎＋4毎の混合処理で相乗効果が認められた。

水稲立毛間播種では，小麦が出芽始めのため，水和剤では

薬害がみられるので拉剤散布が有効である。

（2）小麦後作大豆（2作目）

7月14［＝叫、麦を収穫し，施肥，麦わら勤込み後，翌日

ライコウをダブル播き法により，ポ当たり41粒を密播した，

出芽は良好で生育旺盛であげ，主茎長57cmを確保し，普通

型コンバインによるダイレクトカットにも支障はみられず，

百拉垂が23．8㌢と重く，359毎という普通播き大豆並の多収

となった○はかに適品種としては，年次変動の少ないライ
デンがある。
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ダブル播き法というのは，ピーンプランターを66m畦幅

で播き，その畦間に続けて播けば33cm畦幅に仕上がる。

機械除草は不可能なので中耕．培土は行わず土壌処理剤

のトリフルラリン粒剤5旬と小麦の雑草化防止のため小麦

3L期に茎葉処理剤のセトキシジム乳剤200ccの体系処理

で高い除草効果を示した。

は）普通播き大豆（3作目）

普通播き大豆においては黄葉期の整一なシロセンナリを

用いた。播種は6月5日でピーンプランターの点播株間ギ

ヤを15cmにセットし密度18．5本／戒を確保した。生育は主

茎長93cmと長く，徒長気味であり，普通型コン′ヾイン刈り

でリールの掻き上げ時，若干のロスがみられ336物の収量

であった。

（4）大豆立毛間小麦（4作目）

大豆シロセンナリの黄彙期に茎葉の上から散拉機で播種

し，大豆収穫後施肥する方法である。この方法では，標準

播きに比較し，根城が別冊と広く，しかも40cm深まで伸長

するため，小麦の生育が安定し，ポ当たり棟数も784本と

多く555毎の収量を得ることができた。

しかし，大豆収穫後施肥では，小麦播種から大豆収穫ま

で褒醐巴料状態で経過するため，小麦の黄化現象がみられる

ので，大豆立毛中に背負式動力散布機で小麦播種時に窒素

を施肥し，大豆収穫後ブロードキャスターで残りの燐酸，

加里を散布することにより，大豆収穫後三要素全量施肥に

比し8％増収した。

15）小麦後作大豆（5作目）

前作小麦の収穫遅れに伴い，播種時期が7月下旬にずれ

込んだため，全般に生育量が劣り，小粒化し299毎の収量

にとどまった。

なお，普通播き大豆では鳩害などの鳥害が多いが，小麦

後作大豆では，麦の落穂などの餌が豊富なこともあって，

鳥書はほとんど見られないため，その防除は不要である。

麦わらを触込む場合は1km以上の耕深とし，土壌中の麦わ

ら比を低下させ，弾丸暗渠による排水強化を図る。

（6）経営収支試算

表2の転作奨励金を含まない収支試算によれば，1年日

の水稲後作小麦が10〃当たり7．3万円，小麦後作大豆7．0

万円の所得となり，2作分の合算所得14．3万円，2年日普

通播き大豆4．5万円。3年目の大豆立毛間小麦6．4万円，小

麦後作大豆4．5万円で2作分の合算所得が10．9万円とな

り，3年分の合計所得は29．7万円である。

（7）作業労働時間

機械化一一1貫作業のため労働時間が少なく，10〃当たり1

作目水稲後作小麦，4作目の大豆立毛間小麦で1．9～2．2

時間であり，2作目小麦後作大豆，3作目普通播き大豆及

び5作目の小麦後作大豆で3．3～7．8時間要したが，2作目

小麦後作大豆の手取除草及び3作目普通播き大豆の鳥書駆

除時間が全作業時間の約半分を要した。

蓑2　経営収支試算及び作業労働時間

（10〃当たり）

年 度

＼ 作 数

＼ ＼ 技 術 名

5 8 年 5 9 年 6 0 年

1 作 目 2 作 目 3 作 目 4 作 目 5 作 目

水 小 並
E】

大 小 小
蕪 萎 通 豆 麦

後
作

後
作

播 立 後
作

小 大 大 毛 大
麦 豆 豆 間 麦 豆

　 吻

6 2 1 ．3 3 5 8 ．6 3 3 6 ．0 5 5 4 ．6 2 9 9 ．4

　 円

1 1 4 ．8 5 7 1 0 4 ．2 9 2 9 6 ．0 9 6 1 0 2，0 4 6 8 5 ．6 8 8

経

営

費

種　 苗　 費
　 円

3，6 0 0 3，6 7 5 2 ．3 0 0 4 ．8 9 6 5 ，5 0 0

肥　 料　 費 7，9 6 0 6 ，3 5 0 5 ．9 1 5 7 ．4 2 3 5 ，3 5 9

農 業 薬 剤 費 2．6 8 0 4 ．0 1 5 4 ．4 0 8 2 ，6 6 7 6 ．2 2 0

諸 材 料 費 1 6 0 6 7 7 8 4 1 6 3 2 3 0

農　 具　 費 1 1．2 9 1 4 ．5 7 9 1 9 ，4 9 1 8 ，9 0 5 9 ．6 4 9

償 却 費 吼 8 1 4） （3 ．8 4 9） 0 4 ，9 7 6） 伍 ，9 4 6） ロ ．5 2 6）

修 繕 費 0 ，4 7 7） （7 3 0） 旬，5 1 5） 0 ．9 5 9 ） Q ．1 2 3）

建　 物　 費 2 ，9 1 8 2 ．9 1 8 2 ，5 3 8 4 ．1 3 7 4 ，1 3 7

償 却 費 0 ，4 8 5） 0 ，4 8 5） 1 ，8 0 8） 0 ．5 1 6） 0 ，5 1 6）

修 繕 費 也 3 3） 也 3 3） ロ 3 0） 伍 2 1） 伍 2 1）

光 熱 動 力 費 3 ，3 3 0 2 ．6 5 7 4 ．0 5 0 3 ，5 3 8 4，8 9 1

賃 借 料 料 金 8 ．1 1 4 5 ．2 7 3 5 ．6 6 1 5 ，0 2 0 3 ．2 6 1

雇　 用　 費 0 2 ．4 0 0 2 5 8 0

1 ．1 0 5

2 6 7

鳥 害 駆 除 費
－ － 1 ．8 0 8 －

水　 利　 費 1 ，7 1 2 1 ．7 1 2 3 ．9 4 1 1，1 0 5

計 4 1 ，7 6 5 3 3 ．6 4 6 5 1 ．1 5 4 3 7 ．8 5 4 4 0 ．6 1 9

所　　　　 得

　 円

7 3 ．0 9 2 7 0 ，6 4 6 4 4，9 4 2 6 4 ．1 9 2 4 5，0 6 9

1 4 3 ．7 3 8 4 4 ．9 4 2 1 0 9 ，2 6 1

所　 得　 率
（％）

6 3 ．6 6 7．7 4 6 ．8 6 2．9 5 2 ，6

作 業 労 働 時 間　鮎 ） 1．8 8 7．0 5 7 ．8 1 2．2 4 3 ．2 5

注．農兵，建物，光熱動力費は昭和58～60年大潟村資
料による。

小麦，大豆の単価はカントリーエレベーター公社概算
104当たり作業労働時間は1．2加単位で試算した実

作業労働時間である。
（格納庫から圃場までの移動時聞及び乾燥，調製

時間を含まない）

4　ま　　と　　め

機械化一貫作業による小麦，大豆3年5作体系を組み立

て，同体系の省力，高生産性を実証した。水稲所得に対応

できる目標として，小麦10α当たり550毎，所得率60％，

普通播き大豆350晦，小麦後作大豆300毎，所得率50％を

クリアする必要がある。
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